
チャレンジ問題１０ 組 番 氏名（平均や関数を使う問題）

まさしさんは，なめらかなカーテンレールでつくった装置を使って，実験を行います。

実験では，斜面の長さを変えず，転がす物体の重さや転がし始める地点の高さを変えた

ときに，１秒間に平らなゆかを転がる距離がどのようになるのかを調べます。

（１） では，平らなゆかからの高さを１０cmにして，重さ５ｇのパチンコ玉が５秒実験１

間にゆかを転がった距離を６回測定し，下の表にまとめました。

実験１の結果

実験回数（回目） １ ２ ３ ４ ５ ６

５秒間に転がった距離 ㎝ ６１６ ６４４ ６２７ ６４２ ６３６ ６１５（ ）

まさしさんは上の表をもとに，次の２つの式でパチンコ玉が１秒間に平らなゆかを転が

る距離の平均を求めました。

①の （cm）は何を求めていますか。答えを書きましょう。６３０

基準

（測り始めの位置） 
10cm

（答え）

（６１６＋６４４＋６２７＋６４２＋６３６＋６１５）÷６＝ （cm）① ６３０

が１秒間に転がる距離の平均②６３０÷５＝１２６（cm）･･･ パチンコ玉

1 m

まさしさんの求め方



（ ） ， ， ，２ では 斜面の長さや高さは変えずに 転がす物体を１０ｇのビー玉に変えて実験２

５秒間に平らなゆかを転がる距離を６回測定し，下の表にまとめました。

すると，３回目は正しく測定できていないことがわかりました。

実験２の結果

実験回数（回目） １ ２ ３ ４ ５ ６

５秒間に転がった距離（㎝） ６３１ ６２８ ３１２ ６１９ ６３０ ６２２

まさしさんは，３回目の結果をのぞいて，５回分の結果を使ってビー玉が１秒間に平

らなゆかを転がる距離の平均を求めます。次の から の中の，どの式で求めることが１ ４

できますか。１つ選んで，その番号と理由を書きましょう。

（６３１＋６２８＋３１２＋６１９＋６３０＋６２２）÷６１

（６３１＋６２８＋３１２＋６１９＋６３０＋６２２）÷６÷５２

（６３１＋６２８＋６１９＋６３０＋６２２）÷５÷５３

（６３１＋６２８＋６１９＋６３０＋６２２）÷５４

（番号）

（理由）



（３） では，斜面の長さは変えずに，ゆかからの高さを変えて，１０ｇのビー玉を実験３

転がし，５秒間に平らなゆかを転がる距離を調べ，下の表にまとめました。

実験３の結果

斜面の高さ（㎝） ５ １０ １５ ２０ ２５

５秒間に転がった距離（ｍ） ４.５ ６.３ ７.７ ８.９ １０.０

この結果から，次のことがわかります。

「平らなゆかからの高さを２倍にしたとき，５秒間にビー玉が転がる距離は２倍になって

いない」ことを上の表の中の数と言葉を使って説明しましょう。

 

 

 

（説明）

10cm

15cm

1 m

1 m

1 m

平らなゆかからの高さを２倍に変えたとき，５秒間にビー玉が転がる距離は２倍に

， 。なっていないので ゆかからの高さと５秒間ビー玉が転がる距離は比例していません

5cm



チャレンジ問題１０ 解答・解説（平均や関数を使う問題）

【解答】５秒間に転がった距離の平均（１）

３（２）【解答】

【理由（例 】）

， 。３回目は正しく測定できていないので 平均を求める数値に入れずに計算する

『 ６３１＋６２８＋６１９＋６３０＋６２２）÷５』で，ビー玉が５秒間に転が（

った距離の平均が出る。それをさらに５でわると，１秒間に転がった距離の平均が

計算できる。

【解説】

１を選んだ人；実験結果６回分を平均しただけになっています。正しく測定で

きていない値は入れずに平均を出しましょう。その後，１秒間

あたりにするために５でわります。

２を選んだ人；実験結果６回分を平均し，1秒あたりの距離を出しています。

正しく測定できていない値は入れずに平均を出しましょう。

４を選んだ人；実験結果を平均しただけでは，５秒間の距離となっています。

１秒間あたりにするために５でわります。

【解答（例 】（３） ）

斜面の高さが５ から１０ に２倍に変わったとき，５秒間に転がった距cm cm
離は４５ｍから６３ｍになっていて，２倍になっていないから。. .

【別解】

斜面の高さ１０ から２０ に２倍に変わったとき，５秒間に転がった距cm cm
離は６３ｍから８９ｍになっていて，２倍になっていないから。. .


